
派遣期間（日本発着） 2025 年 9 月 6 日（土）～9 月 17 日（水）／12 日間

形態 カスタム型（本学単独のプログラム ※協定校の学生バディが協力）

人数 募集：10～３０名 【書類選考（レポート等）にて参加者を決定します】 

滞在 ホテル泊（2～3 名／1 室基準） ※ホームステイ体験（2 泊）有

単位 2 単位（秋学期単位授与・受講登録上限外） 

要件 
語学要件：なし（但し出発時、目安スコア以上の参加者を想定） 
【目安スコア】TOEFL ITP🄬🄬：450 点 ・TOEIC🄬🄬L&R／IP :500 点

※ 学部・回生などの申込資格を確認してください。 

査証 日本国籍：不要 

その他 本プログラムは担当教員が同行し、学習のサポートを行います。
国内にて参加必須の事前・事後講義があります。 

● プログラム日程の概要（実際の内容は、変更する可能性があります）

出発 午前：関西空港発 → 【北京乗継】 → チェンマイ着（夜） 

- 前日の到着時間が遅い為、翌日日曜日はフリータイム
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プログラム概要
・事前事後講義も含め、講義・説明はすべて英語で実施
・GFP とは異なり、個人での調査・研究がメイン
（調査の計画・準備・実⾏・データ整理と分析・報告等）
※ 現地学生バディのサポートあり

・プレゼンテーションスキル向上のためのワークショップ受講
・現地の生活様式を知る為、一般家庭にホームステイ体験
・最終日ポスターセッションや帰国後の事後講義にて調査を発表

現地 
出発 

航空便が深夜出発の為、夕刻～夜に空港へ移動、それまでは 
フリータイムになります。          深夜：チェンマイ発 →（機内泊） 

帰国 → 【北京乗継】 → 関西空港着（昼頃）

◆ 主な視察スポット： ワット・チェン・マン ・ワット・プラ・シン ・ナーモー市場
・サンデーマーケット ・ニマンヘミン通り ・チェンマイ旧市街 など

◆ 食文化の特徴： タイ北部は、野菜、山菜など自然の恵みを享受した料理が
多く、ハーブやスパイスを効かせた風味豊かで独特な味わいが特徴的です。

● 参加費用負担額 目安

13～19 万円
※ 原則、参加者全員が受給できる返済不要のチャレンジ奨学金など、 
   大学からの支援等を差し引いた、参加者負担額の目安です。 
※ その他必要な費用や支援の詳細は募集要項にて確認してください。

● 都市・大学・プログラムの特徴

・Global Fieldwork Project の発展型
「Project Based Learning」型の
留学プログラムで、「世界を舞台に
SDGs に取り組もう」のテーマを掲げ、
海外を舞台に、関連する特定の課題に
もとづくプロジェクトを現地で展開。
教職員による現地引率や現地学生
バディによる学習サポートがあります。

・過年度の GFP 参加者/未経験者どち
らも参加可能です。SDGｓに関心があ
る方や、フィールドワークを通じて課題
を発見、解決策を探求する学びに興味
がある方におすすめのプログラムです。

・1964 年にタイ初の地方大学として創
設された総合大学で、高原地帯の豊か
な自然に囲まれており、日本の大学と
積極的な交流関係を結んでいます。

・「北方のバラ」と称されるタイ第２の都市
チェンマイは、歴史的建造物が多く残る
美しい古都で、寺院建築、料理や工芸
の分野で「ラーンナー文化」と呼ばれる
独自の文化・伝統が育まれており、現在も
工芸が盛んな街として知られています。

調査テーマや活動は個人で設定できる！ 
 
ホームステイで現地の生活が体験できる！ 
 
プレゼンテーションスキルを向上させる！ 
 

約１１万７千円の
本学支援金 適用後 
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